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論文題目 
 パラジウムジイミン錯体を用いた極性モノマーとα－オレフィンの共重合とポリマー反応に
よる変性 

 

要約 

 酢酸メタリルなどの極性 1,1-二置換モノマーは嵩高い構造のために重合性に乏しく、しかもβ—

アセテート脱離などの副反応を起こすことから、オレフィンとの共重合例はほとんど知られてい

ない。本研究では、Pd ジイミン錯体がα-オレフィンと極性 1,1-二置換モノマーとの共重合に有

効であることを見出した。1,1-二置換オレフィンの導入率は最大 10 mol%であり、挿入反応の位

置選択性に応じて、ポリマー主鎖あるいは分岐末端に導入される。Pd 錯体はα-オレフィンと反

応性のシクロペンテン-3,5-ジオン部位を有する 1,6-ジエンとの環化共重合にも有効であり、ジエ

ン由来の繰り返し構造の導入率の高い(30 mol%)共重合体を与えた。高分子反応により、生成共重

合体の反応性オレフィン部位に、様々な官能基を導入することに成功した。 

 

 


